
メキシコシティ中心部チャプルテペック公園にある英雄少年記念塔。１８４７
年米国による首都占領に抵抗し戦死した少年たちを追悼する。（筆者撮影）
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最
初
に
、
本
書
の
理
解
を
助
け
る
メ
キ
シ
コ
に
関
す
る
知
識
と
し
て
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
な
か

で
の
メ
キ
シ
コ
の
特
異
性
と
、
工
業
化
の
歴
史
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
こ
う
。

１

米
国
の
隣
国

神

に

遠

く

米
国
に
近
い
国

「
あ
わ
れ
な
メ
キ
シ
コ
よ
、
か
く
も
神
に
遠
く
、
か
く
も
米
国
に
近
い
国
」。
こ
れ
は

隣
国
に
翻
弄
さ
れ
る
自
国
に
対
し
メ
キ
シ
コ
人
が
抱
く
心
情
を
表
し
た
有
名
な
こ
と

ば
だ
。
一
八
七
六
年
か
ら
一
九
一
一
年
ま
で
大
統
領
と
し
て
独
裁
体
制
を
布
い
た
ポ

ル
フ
ィ
リ
オ
・
デ
ィ
ア
ス
の
こ
と
ば
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
確
証
は
な
い
。

メ
キ
シ
コ
は
北
米
大
陸
に
位
置
す
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
新
興
国
だ
。
他
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
国
々

に
な
い
メ
キ
シ
コ
な
ら
で
は
の
特
徴
に
、
世
界
最
大
の
先
進
資
本
主
義
国
で
あ
り
軍
事
大
国
で
あ
る
米
国

と
、
三
〇
〇
〇
キ
ロ
余
り
に
わ
た
る
国
境
を
介
し
て
隣
接
す
る
こ
と
が
あ
る
。
表
１－

１
に
メ
キ
シ
コ
と

米
国
を
比
べ
た
数
字
を
い
く
つ
か
示
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
米
国
と
メ
キ
シ
コ
の
あ
い
だ
に
は
人
口
で

三
倍
弱
、
国
土
面
積
と
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
五
倍
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
は
な
ん
と
一
三
倍
も
の
格
差
が
あ
る
。
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ち
な
み
に
、
国
土
面
積
の
差
が
大
き
く
開
い
た
の
は
一
九
世
紀
半
ば
の
こ
と
だ
。

米
国
と
の
戦
争
に
負
け
、
メ
キ
シ
コ
は
当
時
の
国
土
の
半
分
近
く
を
米
国
に
割

譲
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に
米
国
南
西
部
の
地
名
に
は
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
ア
リ
ゾ
ナ
、
ネ
バ
ダ
、
コ
ロ
ラ
ド
な
ど
、
ス

ペ
イ
ン
語
起
源
が
多
い
。
自
国
を
あ
わ
れ
と
思
う
メ
キ
シ
コ
人
の
心
情
は
、
こ

の
よ
う
な
苦
難
の
歴
史
に
由
来
し
て
い
る
。

両
国
の
あ
い
だ
に
あ
る
の
は
格
差
ば
か
り
で
は
な
い
。
メ
キ
シ
コ
は
三
〇
〇

年
に
お
よ
ぶ
ス
ペ
イ
ン
に
よ
る
植
民
地
支
配
（
一
五
二
一
年
〜
一
八
二
一
年
）
の
歴

史
を
も
つ
。
そ
の
た
め
に
言
語
と
文
化
を
ス
ペ
イ
ン
か
ら
受
け
継
い
で
い
る
。

一
方
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
で
あ
っ
た
米
国
は
、
本
国
か
ら
英
語
と
ア
ン
グ
ロ
サ
ク

ソ
ン
文
化
を
受
け
継
い
だ
。
国
境
を
挟
ん
で
北
と
南
に
異
質
の
世
界
が
対
置
し

て
き
た
と
い
え
る
。

人口
（１００万人）

国土面積
（千平方キロ）

GDP
（１０億USドル）

一人当GDP
（USドル）

メキシコ １１５ １，９６４ １，１７７ １０，２４７

米国 ３１２ ９，８２７ １５，６８５ ４９，９２２

表１－１ メキシコと米国の基本指標（２０１２年）

（出所） JETROデータベース（http : //www.jetro.go.jp）。
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ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

の
域
内
先
進
国

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
国
々
は
メ
キ
シ
コ
と
同
様
、
一
六
世
紀
初
頭
か
ら
一
九
世
紀

初
頭
ま
で
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
王
国
ス
ペ
イ
ン
あ
る
い
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民
地

支
配
の
も
と
に
あ
っ
た
。
加
え
て
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
国
々
は
、
一
九
世
紀
最
後

の
四
半
世
紀
に
、
先
進
資
本
主
義
諸
国
へ
の
一
次
産
品
の
生
産
・
輸
出
地
と
し
て
世
界
的
な
分
業
体
制
の

な
か
に
組
み
込
ま
れ
、
さ
ら
に
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
工
業
化
へ
の
歩
み
を
踏
み
出
し
た
と
い
う
点
で
も

似
通
っ
た
歴
史
を
も
つ
。

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
二
〇
カ
国
中
、
域
内
先
進
国
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

チ
リ
、
メ
キ
シ
コ
の
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｍ
と
呼
ば
れ
る
四
カ
国
だ
。
二
〇
一
二
年
に
お
い
て
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｍ
の
一
人
当

た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
一
万
ド
ル
か
ら
一
万
五
〇
〇
〇
ド
ル
の
範
囲
内
で
並
ん
で
い
る
（
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム

『
国
際
競
争
力
レ
ポ
ー
ト２０１３

－
２０１４

』）。
Ａ
Ｂ
Ｃ
三
カ
国
と
比
較
し
た
場
合
の
メ
キ
シ
コ
経
済
の
特
異
性
は
、

米
国
の
隣
国
で
あ
る
た
め
に
、
米
国
経
済
と
の
結
び
付
き
が
強
い
点
に
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
、
貿
易
構
造

に
よ
っ
て
示
そ
う
。

メ
キ
シ
コ
の
特
異
性

図
１－

１
、
図
１－
２
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｍ
四
カ
国
の
二
〇
一
二
年
に
お
け
る
輸
出
と

輸
入
の
主
要
相
手
国
・
地
域
を
示
し
た
。
ま
ず
輸
出
相
手
国
・
地
域
を
み
る
と
、

4



図１－１ ラテンアメリカ主要４か国の輸出相手国・地域の
構成（２０１２年）

（出所） 表１－１に同じ。

図１－２ ラテンアメリカ主要４か国の輸入相手国・地域の
構成（２０１２年）

（出所） 表１－１に同じ。
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Ａ
Ｂ
Ｃ
三
カ
国
の
輸
出
先
が
比
較
的
分
散
し
て
い
る
の

に
対
し
、
メ
キ
シ
コ
の
場
合
は
米
国
に
集
中
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
輸
出
総
額
の
八
割
近
く
を
米
国
向
け

が
占
め
る
。
一
方
、
メ
キ
シ
コ
に
な
い
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
共
通

点
を
上
げ
る
と
す
れ
ば
、
中
国
向
け
輸
出
の
比
重
が
大

き
い
こ
と
だ
。
中
国
は
ブ
ラ
ジ
ル
と
チ
リ
に
と
っ
て
は

第
一
位
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
と
っ
て
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
次

ぐ
第
二
位
の
輸
出
相
手
国
だ
。
輸
入
に
つ
い
て
は
相
手

国
・
地
域
の
偏
り
は
輸
出
ほ
ど
で
は
な
い
。
し
か
し
そ

れ
で
も
図
が
示
す
よ
う
に
、
メ
キ
シ
コ
の
場
合
は
米
国

か
ら
の
輸
入
が
総
額
の
五
割
を
占
め
る
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
三
カ
国
と
メ
キ
シ
コ
の
違
い
は
、
輸
出
品
目

の
構
成
に
も
み
ら
れ
る
。
図
１－

３
は
輸
出
品
を
一
次

産
品
と
工
業
製
品
の
ふ
た
つ
に
分
類
し
そ
の
比
率
を
四

カ
国
に
つ
い
て
示
し
て
い
る
。
図
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
三
カ
国
で

図１－３ ラテンアメリカ主要４か国の輸出品の構成（２０１２年）

（出所） CEPAL, Anuario estadístico de América Latina y el Caribe 2013，
１１１―１１２.
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は
一
次
産
品
が
輸
出
総
額
の
六
割
か
ら
八
割
を
占
め
る
の
に
対
し
、
メ
キ
シ
コ
は
反
対
に
工
業
製
品
が
七

割
を
も
占
め
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
三
カ
国
に
限
ら
ず
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
ほ
と
ん
ど
の
国
は
、
一
九
世
紀
最
後
の
四
半
世
紀
以
来

今
も
っ
て
一
次
産
品
を
主
要
な
輸
出
品
と
し
て
い
る
。
工
業
製
品
を
主
要
輸
出
品
と
す
る
メ
キ
シ
コ
は
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
異
色
の
存
在
と
い
え
る
。
た
だ
し
メ
キ
シ
コ
が
工
業
製
品
輸
出
国
と
な
っ
た
の
は

比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
ブ
ラ
ジ
ル
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
示
そ
う
。

工
業
製
品
輸
出
国

へ

の

変

身

表
１－

２
、
表
１－

３
は
、
メ
キ
シ
コ
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
一
〇
大
輸
出
品
を
輸
出
額

の
多
い
順
に
並
べ
、
輸
出
総
額
に
占
め
る
比
率
を
一
九
七
〇
年
か
ら
一
〇
年
ご
と

に
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
表
の
最
下
段
は
一
〇
品
目
の
比
率
の
合
計
を
示
す
。

輸
出
品
は
「
一
次
産
品
・
そ
の
加
工
品
」
と
「
工
業
製
品
」
に
分
け
、
セ
ル
を
前
者
が
灰
色
、
後
者
が
白

に
色
分
け
し
て
あ
る
。
こ
の
色
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。

ま
ず
ふ
た
つ
の
表
の
二
〇
一
二
年
の
列
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
一
〇
大
輸
出
品
が
メ
キ
シ
コ
は
ほ
ぼ
工

業
製
品
で
埋
ま
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
一
次
産
品
・
そ
の
加
工
品
で
埋
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し

こ
の
点
は
、
図
１－

３
の
検
討
で
す
で
に
確
認
ず
み
の
こ
と
だ
。
図
か
ら
は
両
国
の
よ
り
詳
細
な
品
目
の

第１章 メキシコという国
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２０００年 ２０１０年 ２０１２年

航空機６．３％ 鉄鉱石１４．３％ 鉄鉱石１２．８％
鉄鉱石５．５％ 原油８．０％ 原油８．４％
大豆４．０％ 大豆５．４％ 大豆７．１％
自動車３．２％ 砂糖４．６％ 砂糖４．１％
食物油ケーキ３．０％ 石油派生品３．３％ 鶏肉２．９％
コーヒー２．８％ 鶏肉２．６％ 食物油ケーキ２．７％
パルプ２．８％ コーヒー２．６％ コーヒー２．４％
革靴２．５％ 食物油ケーキ２．３％ とうもろこし２．０％
自動車部品２．２％ パルプ２．２％ 航空機２．０％
アルミニウム２．１％ 乗用車２．２％ 牛肉１．９％

３４．４％ ４７．８％ ４６．５％

２０００年 ２０１０年 ２０１２年

乗用車９．９％ 原油１２．０％ 原油１４．１％
原油８．９％ 乗用車７．７％ 乗用車７．８％
計算機４．９％ テレビ７．０％ 自動車部品５．１％
被覆ケーブル４．０％ 計算機６．１％ 計算機５．０％
通信機器３．１％ 自動車部品４．６％ テレビ４．７％
テレビ３．５％ 計算機４．５％ トラック４．１％
自動車部品３．５％ トラック３．６％ 被覆ケーブル２．３％
電気部品３．１％ 被覆ケーブル２．２％ エンジン２．２％
トラック２．９％ エンジン２．０％ 金２．２％
発電機２．８％ 電気部品２．１％ 電気部品２．１％

４７．５％ ５１．８％ ４８．２％

１０大輸出産品の変化

１０大輸出産品の変化
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１９７０年 １９８０年 １９９０年

１位 コーヒー３４．６％ コーヒー１２．４％ 鉄鉱石７．７％
２位 鉄鉱石７．７％ 鉄鉱石７．７％ 食物油ケーキ５．３％
３位 綿花５．７％ 食物油ケーキ７．５％ 果汁４．８％
４位 砂糖４．７％ 砂糖４．７％ コーヒー３．５％
５位 とうもろこし３．０％ 石油派生品３．０％ 革靴３．５％
６位 カカオ２．９％ 自動車３．０％ アルミニウム３．０％
７位 食物油ケーキ２．８％ 大豆油２．２％ 大豆２．９％
８位 牛肉２．６％ 大豆２．０％ エンジン２．８％
９位 木材２．５％ 革靴１．９％ 粗鋼２．４％
１０位 コーヒー抽出液１．６％ 果汁１．８％ 石油派生品２．２％

１０品目合計 ６８．１％ ４６．２％ ３８．１％

１９７０年 １９８０年 １９９０年

１位 砂糖７．７％ 原油６０．９％ 原油３３．９％
２位 綿花７．０％ 天然ガス４．０％ 自動車９．９％
３位 コーヒー６．３％ コーヒー２．９％ エンジン５．３％
４位 海産物５．５％ 海産物２．６％ 石油派生品２．４％
５位 牛肉３．６％ 銀２．４％ 生鮮野菜１．７％
６位 生鮮トマト３．０％ 綿花２．０％ 生鮮トマト１．６％
７位 石油派生品２．６％ 石油派生品１．６％ 自動車部品１．４％
８位 生牛２．６％ 自動車部品１．３％ コーヒー１．４％
９位 鉛２．３％ 生鮮野菜１．１％ 計算機１．３％
１０位 長石２．４％ 銅鉱石１．１％ 生牛１．３％

１０品目合計 ４３．０％ ７９．９％ ６０．２％

表１－２ ブラジルの

（出所） CEPAL, Anuario Estadístico de América Latina y el Caribe 2013．
（注） 灰色は一次産品およびその加工品、白色は工業製品。

表１－３ メキシコの

（出所） CEPAL, Anuario Estadístico de América Latina y el Caribe 2013．
（注） 灰色は一次産品およびその加工品、白色は工業製品。
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違
い
が
わ
か
る
。
つ
ぎ
に
こ
の
違
い
が
い
つ
頃
生
じ
た
の
か
を
み
る
た
め
に
、
列
を
左
に
た
ど
っ
て
み
よ

う
。
ま
ず
最
も
古
い
一
九
七
〇
年
の
列
を
み
る
と
、
両
国
と
も
に
一
〇
大
輸
出
品
は
す
べ
て
一
次
産
品
と

そ
の
加
工
品
だ
っ
た
。
変
化
が
現
れ
た
の
は
一
九
八
〇
年
だ
。
両
国
と
も
に
こ
の
年
に
初
め
て
一
〇
大
輸

出
品
に
工
業
製
品
が
顔
を
出
し
た
。
メ
キ
シ
コ
の
場
合
、
一
〇
品
目
の
比
率
の
合
計
が
一
九
八
〇
年
に
急

上
昇
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
九
七
〇
年
代
に
開
発
の
進
ん
だ
原
油
が
、
こ
の
年
に
は
六
〇
・
九
パ
ー
セ

ン
ト
と
い
う
高
い
比
率
で
輸
出
品
の
筆
頭
に
躍
り
出
た
こ
と
に
よ
る
。
一
〇
大
輸
出
品
に
含
ま
れ
る
工
業

製
品
の
数
は
、
二
〇
〇
〇
年
ま
で
両
国
と
も
増
加
す
る
が
、
以
降
は
対
照
的
な
動
き
を
示
す
。
メ
キ
シ
コ

の
場
合
は
そ
の
後
も
増
加
を
続
け
今
日
に
至
っ
た
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
場
合
は
再
び
一
次
産
品
・
そ
の
加
工

品
が
増
加
し
、
一
九
八
〇
年
と
同
じ
状
況
に
逆
戻
り
し
た
。
こ
の
よ
う
に
対
照
的
な
動
き
と
な
っ
た
の
は
、

経
済
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
両
国
の
か
か
わ
り
方
が
異
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
中
国
の
驚
異
的
な
成
長
に
よ

り
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
一
次
産
品
価
格
が
急
騰
し
た
。
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
ブ
ラ
ジ
ル
の
一
次
産
品
輸
出

が
急
増
し
、
貿
易
相
手
国
と
し
て
中
国
の
重
要
性
が
高
ま
っ
た
。
一
方
、
メ
キ
シ
コ
の
場
合
注
目
さ
れ
る

の
が
、
一
〇
大
輸
出
品
の
な
か
に
乗
用
車
、
自
動
車
部
品
、
ト
ラ
ッ
ク
、
被
覆
ケ
ー
ブ
ル
、
エ
ン
ジ
ン
な

ど
、
自
動
車
関
連
の
品
目
が
多
い
こ
と
だ
。
他
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
は
み
ら
れ
な
い
こ
の
よ
う
な
変
化

が
な
ぜ
生
じ
た
の
か
。
そ
れ
は
本
書
の
第
２
章
以
降
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
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メ
キ
シ
コ
の
工
業
化
の
歴
史
は
古
く
、
米
国
の
経
済
史
家
ヘ
イ
バ
ー
に
よ
れ
ば
、
冒
頭
に
述
べ
た
ポ
ル

フ
ィ
リ
オ
・
デ
ィ
ア
ス
の
時
代
に
す
で
に
近
代
工
業
の
萌
芽
が
み
ら
れ
た
と
い
う
（H

aber１９８９

）。
そ
れ
な

の
に
な
ぜ
一
九
七
〇
年
ま
で
一
次
産
品
輸
出
国
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
理
由
を
理
解
す
る

た
め
に
、
簡
単
に
工
業
化
の
歴
史
を
述
べ
て
お
こ
う
。

２

工
業
化
と
自
動
車
産
業

工
業
化
の
四
段
階

一
九
八
二
年
ま
で
の
メ
キ
シ
コ
の
工
業
化
の
過
程
は
大
き
く
四
つ
の
段
階
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
段
階
は
一
八
九
〇
年
か
ら
一
九
四
〇
年
ま
で
の
時
期
で
、

メ
キ
シ
コ
企
業
を
担
い
手
に
、
食
品
、
飲
料
、
繊
維
な
ど
の
消
費
財
工
業
の
成
長
が
ゆ
る
や
か
に
進
ん
だ
。

第
二
段
階
は
一
九
四
〇
年
か
ら
一
九
五
三
年
ま
で
の
時
期
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
と
朝
鮮
戦
争
に
よ
っ
て

輸
入
が
中
断
し
た
こ
と
か
ら
、
工
業
化
が
急
伸
し
た
。
一
九
五
三
年
以
降
は
重
化
学
工
業
化
が
進
行
し
た
。

工
業
化
過
程
へ
の
政
府
の
関
与
が
拡
大
し
た
時
期
で
も
あ
る
。
輸
入
を
制
限
し
国
内
産
業
の
保
護
育
成
政

策
を
と
っ
た
こ
と
か
ら
、
政
府
主
導
の
輸
入
代
替
工
業
化
期
と
い
わ
れ
る
。
経
済
成
長
を
牽
引
し
た
産
業

第１章 メキシコという国

11



と
担
い
手
の
特
徴
に
よ
っ
て
一
九
六
二
年
を
境
に
ふ
た
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
五
三

年
か
ら
一
九
六
二
年
ま
で
の
時
期
は
メ
キ
シ
コ
企
業
と
公
企
業
を
担
い
手
と
し
て
化
学
製
品
、
金
属
・
非

金
属
製
品
な
ど
の
中
間
財
産
業
が
経
済
成
長
を
牽
引
し
た
。
一
九
六
二
年
か
ら
一
九
八
二
年
ま
で
の
時
期

は
機
械
、
電
気
機
器
、
自
動
車
な
ど
の
資
本
財
産
業
・
耐
久
消
費
財
産
業
が
急
成
長
し
た
。
こ
の
時
期
に

外
資
系
企
業
が
担
い
手
と
し
て
重
要
性
を
増
し
た
（
星
野１９９８

）。

輸
入
代
替

工
業
化
政
策

政
府
の
輸
入
代
替
工
業
化
政
策
の
主
要
な
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
次
の
四
つ
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
第
一
に
高
率
の
関
税
や
輸
入
許
可
制
に
よ
る
国
内
産
業
の
保
護
、
第
二

に
税
制
優
遇
措
置
や
補
助
金
の
支
給
に
よ
る
民
間
企
業
の
投
資
支
援
、
第
三
に
公
企
業

の
設
立
に
よ
る
政
府
の
生
産
活
動
へ
の
直
接
的
関
与
、
そ
し
て
第
四
に
投
資
の
誘
導
や
メ
キ
シ
コ
企
業
の

活
動
の
場
を
創
出
す
る
た
め
の
外
資
規
制
だ
。
重
化
学
工
業
化
段
階
の
後
半
期
初
め
に
当
た
る
一
九
六
二

年
に
輸
入
代
替
工
業
化
政
策
の
目
玉
と
な
っ
た
の
が
自
動
車
産
業
だ
っ
た
。
自
動
車
産
業
が
選
ば
れ
た
理

由
と
し
て
は
ふ
た
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
自
動
車
産
業
が
貿
易
赤
字
の
大
き
な
発
生
源
で
あ
っ
た
こ
と
、
も

う
ひ
と
つ
は
自
動
車
産
業
の
裾
野
の
広
さ
だ
。
自
動
車
の
生
産
に
は
鉄
、
非
鉄
金
属
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

繊
維
、
ゴ
ム
な
ど
多
様
な
素
材
が
必
要
と
さ
れ
る
。
ま
た
狭
義
の
自
動
車
産
業
は
部
品
製
造
と
完
成
車
組

12



立
て
の
ふ
た
つ
の
部
門
か
ら
な
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
自
動
車
の
販
売
、
修
理
な
ど
規
模
の
大
き
な
関
連
部

門
を
も
つ
。
こ
の
よ
う
に
裾
野
が
広
い
た
め
に
、
経
済
成
長
の
牽
引
と
雇
用
創
出
の
面
で
波
及
効
果
が
大

き
い
と
考
え
ら
れ
た
の
だ
。
輸
入
代
替
工
業
化
期
の
自
動
車
産
業
政
策
と
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
第
四

章
で
詳
述
す
る
。

輸
入
代
替
工
業
化
政
策
の
問
題
点
は
、
国
内
市
場
向
け
の
産
業
育
成
を
主
眼
と
し
た
た
め
に
、
国
際
競

争
力
の
あ
る
産
業
が
育
た
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
輸
出
に
よ
る
外
貨
獲
得
能
力
を
欠
く
一
方
で
、
工
業

化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
国
内
で
は
生
産
で
き
な
い
中
間
財
や
資
本
財
の
需
要
が
増
し
、
輸
入
が
増
え
る

と
い
う
矛
盾
を
抱
え
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
自
動
車
産
業
に
最
も
端
的
に
当
て
は
ま
る
。
外
貨
制
約
は
一

九
八
二
年
の
対
外
債
務
累
積
問
題
を
引
き
起
こ
し
、
そ
れ
を
契
機
に
輸
入
代
替
工
業
化
政
策
は
完
全
に
行

き
詰
ま
っ
た
。

以
上
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
念
頭
に
お
い
て
、
い
よ
い
よ
本
題
に
入
ろ
う
。
最
初
に
自
動
車
産
業
の

最
新
の
状
況
に
焦
点
を
当
て
る
。

第１章 メキシコという国
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